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さいたま市私立保育園協会研修部研修会 アンケート集計結果 

 

日    時： 令和 5年 11月 9日（木） 午後 2時から午後４時３０分まで 

場    所： さいたま市子ども家庭総合センター オープンスタジオ 

内    容： 食物アレルギーについて  

講    師： さいたま市民医療センター  小児アレルギーエデュケーター  森茂 亮一 氏  

参加人数： 合計 41名（私立保育園参加者 36名＋会長+研修部 4名） 

職    種： 保育士 18名、栄養士 10名、看護師 5名、調理師 2名、調理員 1名、園長 5名 

 

 

1. 「食物アレルギーについて」は、参考になりましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【理由】 

 ・食物アレルギーの基礎知識、症状、対応方法を分かりやすく理解（再認識含む）することができた。  

（19件） 

・動画を視聴し、アレルギーの怖さを再認識した。（3件） 

・事故事例を聞き、症状や注意点を理解し、改めて怖さを知った。（3件） 

 ・病院での負荷試験や解除に向けた取り組みの大変さを知り、保護者へ共感しながら声掛け 

していきたい。（2件） 

 ・アレルギー症状の蕁麻疹で慌ててしまっていたが、咳症状の方を心配すべきと知った。（2件） 

 ・昨年度も参加しているが、くるみ義務化等の最新情報を聞くことができ、参考になった。（2件） 

・「食物アレルギー緊急対応マニュアル」を理解することができた。 

 ・FPIESや最新の情報を知ることができた。 

 ・子どもへ給食提供時の留意点を知ることができた。 

  

  

 

解答数 31件

①大変参考になった ②参考になった

③ふつう ④参考にならなかった

① 大変参考になった 28件 

② 参考になった      3件 

③ ④               0件 
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2. 「エピペンについて」は、参考になりましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【理由】 

  ・初めてエピペンに触れ、体験することができてよかった。（19件） 

・以前、研修会で体験したことがあったが、改めて練習ができてよかった。（2件） 

  ・定期的な確認、マニュアルをみて確認しながら落ち着いて行動することが大切と学んだ。（2件） 

  ・練習用ではなく、本物をみて、薬剤の出方を見る経験ができてよかった。（2件） 

・実際に経験し、自信につながった。（2件） 

  ・今まで無知であったため、実際に体験することで、不安が取り払われた。 

  ・エピペンを太ももに打つことを忘れていたので、参加してよかった。 

  ・実際に打つことで視覚、聴覚、触覚を使い体で覚えることができた。看護師として職場全体に 

伝えていきたい。 

  ・エピペンを見たことも聞いたこともなかったので、作用や使用方法を知ることができた。 

  ・マニュアルを確認し、「迷った時は打つ」の言葉を頂き、安心した。 

 

3. その他、本日の感想やご意見、今後の要望をご記入ください。（自由記述） 

 【感想】 

  ・事例、動画、写真を用意して頂いて、イメージしやすく、理解できた。（8件） 

・園でエピペンを使用している子どもはいないが、今後入園する可能性もあるため、学んだことを園で共有

していきたい。（2件） 

・今までアレルギーを学ぶ機会がなかったため、正しく詳しい情報を学べて良かった。（2件） 

 ・実際のエピペンを使用している様子を初めて見たため、今回学んだ事を職員へ周知し、理解を深めてい

きたい。（2件） 

・動画（食物負荷試験時）で、咳の症状、負荷試験の大変さも分かり、大変参考になった。（2件） 

  ・事例のようにならない様、復習することが大切だと実感した。 

  ・エピペンに無知であったため、学ぶことが出来て良かった。実際にエピペンが必要な園児が入園してき

た場合、職員でしっかり準備していきたい。 

  ・期限切れのエピペンの薬液が出るところをみることができて良かった。 

回答数31件

①大変参考になった ②参考になった

③ふつう ④参考にならなかった

① 大変参考になった 30件 

② 参考になった      1件 

③ ④               0件 
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  ・診察時に伝える事、災害時のアレルギー対応についても知ることができ良かった。 

  ・緊急時対応マニュアルをしっかり頭に入れ、実際の対応時に冷静に対応することができるよう、定期的に

振り返っていきたい。 

   ・今回学んだことで、もしもの時にすぐに行動できるよう、自信につながった。 

   ・園で研修をおこなっていたため、練習用エピペンを使用すると持ち方も伝えられるため大切だと思った。 

    自分に打ってしまうなどの事例も聞くことができて良かった。 

   ・乳アレルギーの重症の方へは、細かな配慮が必要というが良く理解できた。 

   ・子どもを守るため、日頃より意識をしっかりしなければいけないと、感じた。 

   ・保育所の看護師としての役割、働き方を模索していたが、アレルギーを子どもにも理解できるよう、自分

の命をまもれるような取り組みを考えていきたいと思いました。 

   ・管理指導票の読み取り、個別配慮の仕方、給食の提供まで等眼の前が晴れるかのように理解でき大変

感謝しております。 

   ・アレルギーの曖昧だった知識が明確になった。実際のエピペンの経験が無かったため、実践し感覚をし

ることができて良かった。 

   ・アレルギーの症状に目や口、鼻の症状もある事を知った。注意してみていきたい。 

   ・実際にアレルギー対応する際に冷静でいられるか不安はありますが、自信につながりました。 

   ・ＦＰＩＥＳ、病院での負荷試験を知り参考になった。 

   ・小児アレルギーエデュケーターの存在を初めて知った。このような研修は、保育園職員の安心安全につ

ながるため、研修の実施に感謝します。 

   ・くるみや FPIES が近年増加傾向という事を知り、しっかりまなんでいきたい。負荷試験の大変さを講師

の先生より学び、保護者に寄り添っていきたい。 

   ・自園でもエピペン講習を行って頂きたい。 

   ・日々の安全、安心を守るための確認や情報共有の大切さを感じた。 

   ・事前アンケートに丁寧に回答して頂き、とても分かりやすく、疑問点を解決することができた。 

   ・担任の受け持ちクラスに、アレルギー児がいる為、今回の学びを職員間で共有し、より高い意識をもって

保育に努めていきたい。 

   ・とても分かりやすく丁寧に教えて頂き、勉強になった。学んだことを忘れないために日々の学びが重要で

すが、このような研修に参加する機会はとても大切だと感じた。このような研修を継続して頂きたいです。 

   ・今まで知らなかった知識を知ることが出来、とても有意義な研修でした。 

  ○多くの参加者より、「大変分かりやすい研修、ありがとうございました。」というご意見がありました。 

 

【ご意見】 

   ・保育園での対応の仕方を知りたかった。 

   ・他園での取り組み等の情報共有が出来たら更によかった。 


